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※ 概要（Summary ）： 

 ポリエチレンテレフタレート（PET）などのポリマ

ーフィルムの表面改質のために金蒸着を行った。さら

に、金表面をアルカンチオールと反応させることによ

り、表面の物理化学的性質や生物学的性質の異なる細

胞培養基材を開発する。 

 

※実験（Experimental）： 

 メタノールにより洗浄した PET フィルム（厚み 50 

µm）表面に対して、抵抗加熱蒸着装置（（株）サンバ

ック社製 L-045E）を用いて、厚み約 50 nm の金薄

膜を真空蒸着した。作製した金蒸着フィルム表面に対

して、異なる官能基をもつアルカンチオールを反応さ

せることにより、物理化学的性質の異なる自己組織化

単分子膜を形成させた。得られた基材上でマクロファ

ージを培養した。 

  

※結果と考察（Results and Discussion）： 

 金蒸着したフィルムにアルカンチオールエタノー

ル溶液を作用させて得られた表面を X 線光電子分光

（XPS）測定によって解析したところ、アルカンチオ

ール由来のシグナルが確認された。これらのフィルム

上にマクロファージを播種したところ、マクロファー

ジが接着し、生存していることが確認された。 

 

※その他・特記事項（Others）： 

・今後の課題 

 引き続き、基材表面の物理化学的性質とマクロファ

ージの生物機能との関連性について検討行う。 
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・用語説明 

マクロファージ：白血球の１種であり、体内に侵入し

た異物を貪食し、消化する細胞である。また、抗原提示

を行い、異物に対する免疫応答に関連する細胞である。 
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